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話合い活動での達成率は小中共に8割を超
え、良い成果が表れています。

引き続き、「ちばっ子『学力向上』総合プラ
ン」の周知及び理解促進を図ってまいりま
す。

・「事業の成果」の１点目に「児童生徒の主
体的・自主的な取組のようすが確認でき
た。」との記述がありますが、どのような方法
で確認をしたのかについて教えてほしいで
す。些細な点かもしれませんが、評価の妥
当性に関わる部分と思います。

全国学力・学習状況調査の児童生徒質問
に調査の、「前年度までに受けた授業で
は、課題の解決に向けて、自分で考え、自
ら取り組んでいましたか」という質問に対す
る肯定的回答をした児童生徒の割合が、
小・中学校共に増加していました。引き続
き、「ちばっ子『学力向上』総合プラン」の周
知及び理解促進を図ることで、児童生徒の
学力向上に努めてまいります。

・「『いのち』のつながりと輝き」をテーマとし、
体系的・系統的な教育を探ることが事業と
設定されていますが、これらの点に関して得
られた知見・成果等はあるでしょうか。内容
面についての分析結果を知りたいです。

本県では各教育事務所別にそれぞれ小中
高校で各1校、幼稚園等で１園、特別支援
学校で１校が推進校となり、研究を進めてお
ります。中には幼小中で連携して研究を進
める学校も見られ、発達段階に応じた体系
的・系統的な実践研究をしております。ま
た、その成果を各地域で授業公開として発
表し、道徳教育の地域への還元を図ってお
ります。年度末に実施している道徳状況調
査では、県内の小学５年生及び中学２年生
のいずれも道徳授業の必要性について
９０％以上の肯定的回答を示しており、道徳
的価値の大切さを感じている様子がうかが
えます。

道徳教育は幼少のころから人間の基本をや
しなう教育だと思います。市町村まで進めて
いただき、青少年育成にはかかせない教育
だと思います。

今後も県内１７の幼・小・中・高・特別支援学
校のそれぞれの推進校による道徳実践研
究を進め、各市町村の道徳教育の推進を
図ってまいりたいと考えております。

16 Ⅰ 1 ②
いきいきちばっ子食育推
進事業

教）保健
体育課

決算額が減少していますが（コロナ禍の影
響でしょうが）、地道な活動の継続をお願い
いたします。

御意見ありがとうございます。必要な予算に
ついては、確保し、着実に執行することがで
きておりますので、今後さらにしっかりと取り
組んで行きたいと思います。

36 Ⅰ 2 ③
グローバル人材プロジェ
クト事業

教）学習
指導課

決算額が減少していますが（コロナ禍の影
響でしょうが）、地道な活動の継続をお願い
いたします。

決算額が減少しておりますが、開催方法等
を工夫することにより予定していた事業はす
べて実施することができました。今後は研修
の効果を検証し、効果的な内容になるように
改善することで、生徒及び英語科教員の英
語力の向上を目指してまいります。

39 Ⅰ 2 ④ キャリア教育推進事業
教）生涯
学習課

学校での継続的なキャリア教育プランに基
づき、小・中・高の縦の連携と学校・地域・行
政等の横の連携を図った総合計画が必要
と思います。

当課では、企業や大学等と連携して学校外
での社会体験活動の機会を提供する、「夢
チャレンジ体験スクール」を実施していま
す。この取組は、夏休み期間中に、小・中・
高校生を対象に、様々な職種における職場
体験や就業体験等を通して、将来の就業に
対する夢を育むものです。
なお、キャリア教育に関する計画について
は、学習指導課が、小・中・高等学校を通し
た系統的なキャリア教育として、「キャリア教
育の手引き」を作成しています。
今後も、教育庁内で連携を図りながら、より
よい体験活動の機会を提供していきたいと
思います。

教）学習
指導課

道徳教育推進プロジェク
ト事業
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号

1 Ⅰ 1 ①
ちばっ子「学力向上」総合
プラン

教）学習
指導課

資料４
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番号

事業名
（※重点事業）

担当課 意見 担当課回答
施策番
号

51-1 Ⅱ 3 ⑤
子ども・若者育成支援推
進事業（協議会）

県民生
活課

・決算０は研修会等のオンライン化等が影
響していると思われますが、以後の予算獲
得に影響が及ばないようご配慮ください。
・「相談・支援ガイドブック」の改訂は機を得
たものです。幅広く活用されるよう啓発に努
めてください。

・令和4年度は内閣府の「子ども・若者支援
地域協議会」及び「子ども・若者総合相談セ
ンター」整備・機能向上事業に選定されたた
め、研修会の開催に係る県の費用負担が
発生しませんでした。会議等についてもオ
ンライン化が進んでおりますが、対面での開
催も見込んだ予算の確保に努めてまいりま
す。

・県内の相談・支援関係機関へ冊子を配付
するとともに、県ホームページに掲載するこ
とで、啓発に努めてまいります。

56 Ⅱ 3 ⑥
不登校児童生徒支援推
進校の指定

教）児童
生徒安
全課

不登校については、児童生徒だけでなく保
護者も暗いトンネルの中にいるようになって
しまっていると思います。出口が見つけられ
ない不安、心配等、子供⇔保護者少しでも
両者の不安等取り除けたら寄り添える場、
気持ちも楽になるのでは。対応が難しいと
思うが、将来ある子供をバックアップする体
制がこれからも必要になるのではないか。多
様化する社会に向け、難しい問題でもある。

　県教育委員会では、不登校児童生徒支
援推進校の指定の他に、SC・SSW及び訪問
相談担当教員の配置、不登校児童生徒支
援チームの設置、支援に関するサポートガ
イドの作成を行っています。
　また、不登校児童生徒の教育機会の確保
に関する施策を総合的に推進するための
基本方針策定にあたり、様々な関係者等の
意見を踏まえて議論を進めていきます。

58 Ⅱ 3 ⑥
いじめ防止対策等推進
事業

教）児童
生徒安
全課

・児童生徒へ向けた「SOSの出し方に関する
教育」の充実を図っていくことも重要だと思
われます。今後の方向性として検討いただ
ければ幸いです。

　県教育委員会では、平成30年に小学生
版と中高生版のSOSの出し方教育指導資料
を作成し、各学校にDVD及びパワーポイン
ト資料を配付しました。
　なお、令和４年には、SCやSSWの活用の
促進を図るためのパワーポイント資料を追
加するなど改訂を行い、充実を図ったところ
です。
　また、令和５年８月に、有識者の協力を得
て、新たに児童生徒、保護者及び教職員の
それぞれを対象としたSOSの出し方・受け止
め方の動画を作成・配信しました。

千葉県の取組は他県の模範になる点も多
く、関連するNPO法人等の活動も盛況で
す。中心的に活動を続ける機関もとてもが
んばっています。しかし、同じ機関が継続
的・独占的に受託することは、安定感のある
反面、他の機関の成長を妨げる心配もあり
ます。連携事業等の実施により、千葉県の
もつ豊かなリソースを活かしていただきたい
と考えます。

　ちば地域若者サポートステーションは千葉
労働局が実施する一般競争入札（総合評
価落札方式）によって、2か年度ごとに受託
事業者を決定しています。事業を一体的に
実施するため、国事業の受託事業者を県事
業の受託事業者としており、令和5年度から
新しい事業者が受託しています。今後も若
者自立支援ネットワーク協議会等を通じて
県内の様々な機関との連携を進めたいと考
えております。

　専門家による相談体制が整っており、支
援を必要とする若者にとって大変貴重な資
源である。家庭裁判所でも、就労につまず
きを有する少年に対して当事業を案内させ
ていただくことがあるが、必ずしも利用に繋
がっていない。利用を考える者にとって、よ
り気軽に相談できるような仕組みがあると、
利用者の拡大に繋がると考える。

　ちば地域若者サポートステーションでは、
キャリアカウンセラーによるキャリア相談のほ
か、臨床心理士等によるこころの相談を実
施しており、対面のほか、メールや電話、オ
ンラインでの相談も受け付けております。ま
た、ちば駅前ハローワークをはじめ、県内3
か所で出張相談を実施しております。今後
も希望される方がより気軽に相談できる環
境となるよう心がけて取組を進めてまいりま
す。

76 Ⅱ 3 ⑦
生活困窮者自立支援制
度による子どもの学習支
援事業

健康福
祉指導
課

着実な成果を感じます。継続を望みます。 御意見いただきありがとうございます。引き
続き本事業を推進してまいります。

62
雇用労
働課

ちば地域若者サポートス
テーション事業

⑥3Ⅱ
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事業
番号

事業名
（※重点事業）

担当課 意見 担当課回答
施策番
号

ＳＮＳ問題への取組を期待します。

１　かつては、市の青少年センター等（名称
は異なりますが）との街頭補導を実施してい
たかと思いますが、現状について教えてくだ
さい。
２　薄暮時や夜の時間帯の街頭補導の実施
状況について、教えてください。

１　各青少年センターとは日頃から情報交
換を行っており、たまり場等の情報があった
場合などには合同で補導活動を実施する
など、現在も相互の連携のもと、状況に応じ
た対応をとっています。
２　長期休業中および祭礼時等、薄暮時や
夜間に少年のい集が予想される場合や、い
集等に関する情報が寄せられた場合なとを
中心に、警察署や関係機関とも連携し、可
能な限り街頭補導活動を実施しています。

家庭裁判所においても特殊詐欺や薬物非
行、特に大麻乱用の拡大について深刻に
捉えており、早期の教育と啓発が非常に重
要だと感じる。特に、薬物非行については、
少年だけでなく、保護者の知識が乏しいこと
も再非行のリスクの一因となりうる。中高生だ
けでなく保護者への啓発も併せて行い、家
庭全体の問題意識を向上させることが、より
一層非行抑止に繋がると考える。

要保護児童対策地域協議会の役割は重要
です。さらなる充実を目指していただきた
い。教育関係者の理解が進んでいない地
域もあるかと思います。学校教育関連の部
署と連携を図っていただき、不登校問題で
も見られる、「学校に行きたいけれど、行か
せてもらえない」（いじめ被害を訴えている
場合やヤングケアラー等）状況の解決に尽
力していただきたい。

地域の実情に合わせ、学校教育関係者と
の連携の強化を含め、要保護児童対策地
域協議会の機能強化を図っていきたい。

要対協の運営、ただの報告、実例数だけで
なく支援策を一緒に考えていく場にしてほし
い。助言、指導等専門家（児相）の派遣等、
一歩一歩進めるようなものであってほしい。
課題を少しでも進めていくべきだと思いま
す。

要保護児童対策地域協議会の運営につい
ての助言指導だけでなく、個別のケース検
討への助言指導を行うことができるアドバイ
ザーを派遣するなど、協議会の更なる機能
強化を進めてまいりたい。

青少年の参加者が少ないことは、他のイベ
ント等と同様の課題があると思われます。総
合的な見地からの対応策の協議が必要で
はないでしょうか。

　青少年相談員活動は、野外で青少年のス
ポーツ、レクリエーション活動の支援をする機会
が多く、令和元年～4年度は台風被害や感染症
拡大に伴う行動制限により、多くのイベントが中
止となりました。
　そうした中でも、オンラインを活用したり工夫を
こらしながら活動を継続してきており、また東京
2020大会を契機にボッチャなど新しいスポーツ
イベントも開催され、青少年の健全育成に資す
る活動の充実が図られています。

・「事業の実施結果」には「つどい大会」と
「課題研修会」の２項目が記載されています
が、「事業の成果」においては前者の記述
のみとなっています。後者についての分析
や記述も必要ではないでしょうか。

・「課題研修」は青少年相談員として青少年の健
全育成に寄与するための資質を高めるととも
に、地区の青少年相談員同士の交流を深める
ことを目的に行い、令和4年度は全11地区で開
催されました。１期目の研修ということもあり、ア
イスブレイクを行う地区が多かったが、青少年の
インターネット環境の急速な変化やネット状のト
ラブルの増加を踏まえ、スマートフォンやSNS等
の利用について子供たち自身が身に付ける力
や、大人が果たす役割について学ぶ講習会を
実施した地区もありました。
・研修を行うことで、参加した相談員同士の交流
を深めるきっかけを作ることができ、また子ども
に対する注意点など実践に役立つアドバイスも
あったので、今後青少年と触れ合う際の相談員
の資質向上につながりました。

Ⅲ109

児童家
庭課

県民生
活課

青少年相談員設置事業⑩5

101 Ⅱ 4 ⑨
市町村児童虐待防止ネッ
トワーク機能強化事業

警）少年
課

少年サポート活動⑧4Ⅱ93
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事業
番号

事業名
（※重点事業）

担当課 意見 担当課回答
施策番
号

地域コミュニティの活性化には、その必要性
の実感が大切です。防災、環境問題等、縦
割行政の制限を超えた施策が求められま
す。

当課では、地域全体で子供たちを育む「地
域とともにある学校づくり」を目指しておりま
す。地域と学校がパートナーとして行う「地
域学校協働活動」の推進を図るとともに、学
校と地域住民等が力を合わせて学校運営
に取り組む「コミュニティ・スクール」の設置を
推進しており、「学校を核とした県内
１０００か所ミニ集会」は、関連する事業の
１つになります。
地域コミュニティや地域活性化は、当課に
おいても非常に重要であると捉えており、当
課主催の研修会等において、先進校の避
難所開設訓練や地域美化活動等の事例を
紹介しています。
今後も県内に優れた先進事例を紹介してい
き、活動を広めていきたいと考えています。

・「事業の課題・問題点、今後の方向性等」
について、「方向性について検討していく必
要がある」との記述がありますが、より具体的
な記述がなされた方が課題等への理解が
進むのではないでしょうか。

当課では、地域全体で子供たちを育む「地
域とともにある学校づくり」を目指しておりま
す。地域と学校がパートナーとして行う「地
域学校協働活動」の推進を図るとともに、学
校と地域住民等が力を合わせて学校運営
に取り組む「コミュニティ・スクール」の設置を
推進しており、ミニ集会は関連する事業の１
つになります。
「コミュニティ・スクール」とは、学校運営協議
会を設置する学校のことで、学校と保護者
や地域の皆さんとともに知恵を出し合い、学
校運営に意見を反映させる、法律に基づい
た仕組みです。
ミニ集会は、この学校運営協議会と同様に
地域等の考えを学校運営に反映する取組
の一つであるため、今後見直しを視野に検
討してまいります。

地域－学校－保護者　教育を通じコミュニ
ティをつなげる最高の場であると思います。
子どもの青少年健全育成等見守るよい情報
基地だと思います。継続した事業をしてほし
いです。企画、運営方法は考えるべきだと
思います。時間帯等参加者少しでも多くな
ると良いですが…。

学校・家庭・地域の連携は不可欠であり、
様々な立場の方々と意見交換を行うことは、
とても重要であると認識しております。
当課では、学校と保護者や地域の皆さんと
ともに知恵を出し合い、学校運営に意見を
反映させることで、一緒に協働しながら子供
たちの豊かな成長を支え「地域とともにある
学校づくり」を進める法律に基づいた仕組
みである「コミュニティ・スクール」の設置推
進を図っております。
ミニ集会は、学校運営協議会と同様の目的
で設置しているため、今後その企画、運営
方法等検討して参ります。

126 Ⅲ 6 ⑫
青少年の社会環境づくり
事業

県民生
活課

立入調査の実施は心強く感じます。 引き続き青少年健全育成条例の目的達成
のために必要な営業所に対して調査を実施
してまいります。

教員の資質向上に成果を上げていることが
わかります。

・日常的に新たなメディアが使われたり、学
校で「ギガタブ」が使われたりする中で、講
座の内容はどのように更新されているので
しょうか。その一端が記載されると、事業そ
のものや評価の妥当性についての理解が
進むと思われます。

講座の内容については、講師に任せており
ますが、内容については、常にアップデート
されたものとなっており、児童生徒に関わ
る、ネット利用を含め最新のアプリ等は随時
採り上げております。

145 Ⅲ 6 ⑭
子育て応援！チーパス事
業

子育て
支援課

事業の意義や役割のＰＲが必要と思いま
す。

県では、チーパス事業の協賛店と利用者を
拡大するため、広報用ポスターやチラシを
市町村や協賛店に配布するほか、県有施
設への掲示や、SNS等を活用した広報を
行っていますが、より多くの子育て世帯に
チーパスを利用していただけるよう、より効
果的な広報に努めてまいります。

141-2

教）学習
指導課
（児童生
徒安全
課）※

情報教育の充実⑬6Ⅲ

教）生涯
学習課

学校を核とした県内１００
０か所ミニ集会

⑪5Ⅲ120
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